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沖
縄
方
言
に
お
け
る
疑
問
の
文
末
詞
「
バ
」
の
意
味
と
用
法
に
つ
い
て 島

袋 

涼  

 

本
研
究
は
、
沖
縄
県
で
使
用
さ
れ
る
疑
問
の
文
末
詞
「
バ
」
の
意
味
と
用
法

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。「
バ
」
は
動
詞
・
形
容
詞
・
名
詞
な
ど

多
様
な
語
に
付
さ
れ
る
文
末
詞
で
あ
る
が
、
発
表
者
の
内
省
で
は
、
疑
問
文
で

あ
れ
ば
無
制
限
に
使
用
で
き
る
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
自
然
さ
は
文
脈
や
状
況

に
左
右
さ
れ
る
。
本
研
究
で
は
、S

N
S

 

ア
ン
ケ
ー
ト
お
よ
び
沖
縄
県
出
身
者
へ

の
聞
き
取
り
調
査
を
実
施
し
、「
バ
」
の
認
知
度
・
使
用
度
、
さ
ら
に
具
体
的
な

使
用
場
面
と
機
能
を
調
べ
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
、
回
答
者
の
９
割
以
上
が

「
バ
」
を
聞
い
た
経
験
を
持
ち
、
半
数
以
上
が
日
常
的
に
使
用
し
て
い
た
。
ま

た
聞
き
取
り
調
査
か
ら
、「
バ
」
は
疑
問
詞
疑
問
や
事
実
確
認
疑
問
な
ど
で
は
自

然
に
用
い
ら
れ
る
一
方
、
選
択
疑
問
・
同
意
要
求
疑
問
・
依
頼
／
勧
誘
疑
問
で

は
使
用
が
限
定
さ
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
特
に
話
し
手
自
身
が
行
動

に
関
与
す
る
場
合
の
選
択
疑
問
や
初
回
の
依
頼
／
勧
誘
で
は
不
自
然
と
さ
れ
、

「
驚
き
」
「
不
満
」
「
期
待
と
の
ず
れ
」
な
ど
の
感
情
が
伴
う
場
面
で
使
用
さ
れ

や
す
い
傾
向
が
確
認
さ
れ
た
。
以
上
よ
り
、「
バ
」
は
全
て
の
疑
問
文
に
用
い
る

こ
と
が
で
き
る
文
末
詞
で
は
な
く
、
質
問
者
の
関
与
の
有
無
や
感
情
表
出
と
密

接
に
関
わ
る
文
末
詞
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。 

 

   

三
条
西
実
隆
独
吟
『
文
明
十
九
年
六
月
二
十
五
日 

北
野
社
御
法
楽 

賦
唐
何
連

歌
百
韻
』
に
つ
い
て 

上
田 

萌
生 

 

本
発
表
で
は
、
室
町
時
代
後
期
の
公
卿
・
三
条
西
実
隆
に
よ
る
独
吟
連
歌
作

品
『
文
明
十
九
年
六
月
二
十
五
日 

北
野
社
御
法
楽 

賦
唐
何
連
歌
百
韻
』
を

取
り
上
げ
、
そ
の
翻
刻
と
分
析
を
通
じ
て
、
実
隆
の
連
歌
活
動
の
一
端
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
三
条
西
実
隆
は
、
一
万
首
以
上
の
詠
草
を
残

し
た
歌
人
で
あ
る
と
同
時
に
、『
源
氏
物
語
』
や
『
伊
勢
物
語
』
の
研
究
を
は
じ

め
と
す
る
古
典
学
者
で
も
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
連
歌
師
と
し
て
の
側
面
も
持
ち

合
わ
せ
て
い
る
が
、
彼
の
連
歌
作
品
に
関
す
る
個
別
研
究
は
少
な
い
。
そ
の
た

め
、
本
発
表
で
は
作
品
そ
の
も
の
に
焦
点
を
当
て
た
い
。 

当
該
連
歌
と
同
様
の
端
作
を
持
つ
百
韻
連
歌
は
、
後
土
御
門
天
皇
の
作
品
と

甘
露
寺
親
長
の
作
品
の
二
つ
が
現
存
す
る
。
連
歌
に
お
い
て
重
要
視
さ
れ
る
発

句
、
発
句
か
ら
三
句
目
ま
で
の
「
三
つ
物
」、
そ
し
て
全
体
の
流
れ
で
あ
る
「
行

様
」
を
、
こ
の
二
作
品
と
比
較
し
な
が
ら
、
実
隆
の
連
歌
表
現
の
特
徴
を
考
察

す
る
。
ま
た
、
北
野
社
に
ゆ
か
り
の
あ
る
句
や
、
実
隆
自
身
を
詠
ん
だ
と
み
ら

れ
る
句
に
も
注
目
し
、
作
品
の
背
景
と
作
者
の
意
識
を
探
る
。 

 

    



『
太
平
百
物
語
』
に
お
け
る
幽
霊
の
特
徴 

─

『
伽
婢
子
』
と
の
比
較
を
中
心
に─

 

金
光 

七
穂  

 

夜
に
人
々
が
交
代
で
怪
談
を
語
り
百
本
の
蝋
燭
を
一
話
ご
と
消
し
て
い
く
百

物
語
怪
談
会
は
、
最
後
の
蝋
燭
を
消
し
た
時
に
何
か
が
現
れ
る
と
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
百
物
語
怪
談
会
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
百
物
語
は
近
世
で
多
く
の
作
品
が
生

み
出
さ
れ
、
様
々
な
怪
異
が
登
場
す
る
が
、
本
発
表
で
は
特
に
幽
霊
に
注
目
し

た
。 百

物
語
作
品
の
中
で
足
の
な
い
幽
霊
が
登
場
す
る
の
は
『
太
平
百
物
語
』
が

始
め
で
あ
り
、
他
の
百
物
語
で
は
幽
霊
の
足
の
有
無
に
関
す
る
記
述
が
全
く
な

い
も
の
や
、
挿
絵
で
は
幽
霊
の
足
が
明
確
に
描
か
れ
て
い
る
も
の
も
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、
本
発
表
で
は
『
太
平
百
物
語
』
に
収
録
さ
れ
る
「
十
作
ゆ
う
れ
ひ
に

頼
ま
れ
し
事
」
と
「
三
郎
兵
衛
が
先
妻
ゆ
う
れ
い
と
な
り
来
た
り
し
事
」
の
二

話
に
注
目
し
、『
太
平
百
物
語
』
の
幽
霊
の
特
徴
に
つ
い
て
考
察
す
る
。 

本
発
表
を
通
し
て
『
太
平
百
物
語
』
の
幽
霊
話
は
『
剪
燈
新
話
』
や
『
伽
婢

子
』
か
ら
一
途
な
愛
情
を
持
つ
幽
霊
話
の
特
徴
を
受
け
継
い
で
お
り
、
ま
た
『
太

平
百
物
語
』
の
足
の
な
い
幽
霊
は
百
物
語
以
外
か
ら
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と

な
ど
を
明
ら
か
に
す
る
。 

 

   

夢
野
久
作
「
死
後
の
恋
」
論 

―

〈
私
〉
と
〈
あ
な
た
〉
が
構
築
す
る
独
白
の
構
造―

 

宮
元 

望 

 

夢
野
久
作
「
死
後
の
恋
」
は
、
一
九
二
八
年
一
〇
月
に
博
文
館
よ
り
発
行
の

『
新
青
年
』
第
九
巻
第
一
二
号
に
発
表
さ
れ
た
。 

本
発
表
で
は
、
独
白
の
語
り
手
と
受
け
手
に
焦
点
を
当
て
て
考
察
す
る
。
ま

ず
、
作
中
の
言
及
や
校
異
か
ら
、
語
り
手
で
あ
る
コ
ル
ニ
コ
フ
は
自
ら
の
語
り

の
信
用
性
を
高
め
よ
う
と
努
め
る
〈
私
〉
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
明

ら
か
に
し
た
。
次
に
、
先
行
研
究
や
ロ
シ
ア
皇
女
ア
ナ
ス
タ
シ
ヤ
の
生
存
伝
説

を
踏
ま
え
つ
つ
、
作
中
に
み
ら
れ
る
「
現
実
」
と
「
幻
想
」
の
要
素
を
分
析
し

た
。
こ
れ
ら
の
境
界
は
コ
ル
ニ
コ
フ
の
幾
度
も
物
語
る
行
為
に
よ
っ
て
曖
昧
に

な
り
、
独
白
の
受
け
手
で
あ
る
〈
あ
な
た
〉
の
最
終
的
な
判
断
決
定
に
も
作
用

し
て
い
る
。〈
あ
な
た
〉
は
コ
ル
ニ
コ
フ
の
呼
び
か
け
に
よ
っ
て
し
か
存
在
を
示

す
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
自
由
に
判
断
決
定
で
き
る
一
つ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
語
り
手
と
受
け
手
、
両
者
の
存
在
が
あ
る
こ
と
で
語

り
は
構
築
さ
れ
、
こ
の
構
造
に
よ
っ
て
「
死
後
の
恋
」
の
物
語
は
支
え
ら
れ
て

い
る
と
い
え
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
作
に
お
け
る
一
人
称
独
白
体
の
意
義

を
見
出
し
て
い
る
。 

 

   



自
己
を
見
つ
め
る
と
い
う
こ
と 

―

道
徳
教
育
行
き
・
フ
ッ
サ
ー
ル
現
象
学
経
由―

 
 

 
 

 
 

 

島
田 

喜
行 

 

 

本
発
表
の
目
的
は
、
な
ぜ
自
己
を
見
つ
め
る
こ
と
が
道
徳
性
の
育
成
に
お
い

て
重
視
さ
れ
る
の
か
と
い
う
問
い
に
対
し
て
、
フ
ッ
サ
ー
ル
現
象
学
の
知
見
を

も
と
に
一
つ
の
答
え
を
与
え
る
こ
と
で
あ
る
。 

小
・
中
学
校
で
は
道
徳
科
を
要
と
し
て
、
高
等
学
校
で
は
公
民
科
を
中
心
に
、

学
校
で
の
教
育
活
動
全
体
を
通
じ
て
行
わ
れ
る
道
徳
教
育
の
目
標
は
、「
よ
り
よ

く
生
き
る
た
め
の
基
盤
と
な
る
道
徳
性
を
養
う
」
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
道
徳
性

の
育
成
を
目
指
す
学
び
で
は
、「
自
己
を
見
つ
め
る
」
こ
と
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
な
ぜ
こ
れ
が
重
視
さ
れ
る
の
か
。 

本
発
表
で
は
、
次
の
よ
う
な
仕
方
で
、
こ
の
問
い
に
答
え
る
。
フ
ッ
サ
ー
ル

が
切
り
拓
い
た
「
意
識
の
志
向
的
相
関
関
係
」
を
援
用
す
れ
ば
、「
自
己
を
見
つ

め
る
」
こ
と
に
は
、
私
の
生
き
方
を
模
索
す
る
た
め
の
内
省
だ
け
で
な
く
、
世

界
や
他
者
へ
の
私
の
関
わ
り
方
を
問
い
直
す
吟
味
と
い
う
役
割
も
あ
る
こ
と
を

明
示
で
き
る
。
そ
し
て
、
こ
の
二
つ
の
役
割
の
自
覚
が
人
間
と
し
て
の
よ
り
よ

い
在
り
方
と
振
る
舞
い
方
を
追
求
し
よ
う
と
す
る
道
徳
的
な
探
究
へ
と
私
た
ち

を
駆
り
立
て
る
力
に
な
る
か
ら
だ
、
と
。 


